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水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
三
十
二
号

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
五
号
）
附
則
第
一
条
た
だ

し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二

十
五
年
十
二
月
十
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

防
衛
大
臣

小
野
寺
五
典

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
三
十
三
号

水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
水
防
法
及
び
河
川
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に

伴
い
、
並
び
に
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
九
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
三
項
、
第
十
五

条
の
二
第
二
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第
二
十
三
条
の
三
、
第
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
六
条
第
三
項
、
第
七
十
九
条
第
一
項
、

第
八
十
八
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
九
十
六
条
並
び
に
第
百
九
条
（
同
法
第

百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
九

条
第
二
項
並
び
に
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
河
川
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
関
し
、
法
第
二
十
三
条
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
二
」
を
加
え
、
同
号
イ
た
だ

し
書
中
「
当
該
発
電
が
、
法
第
二
十
三
条
の
許
可
を
受
け
た
当
該
発
電
以
外
の
た
め
に
す
る
水
利
使
用
の
た
め
に
取

水
し
た
流
水
の
み
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
」
を
「
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
の
対
象
と
な
る
流
水
の
占
用

に
係
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ホ

法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
の
対
象
と
な
る
流
水
の
占
用
に
係
る
も
の
で
あ
つ
て
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
水
利
使
用
の
た
め
に
貯
留
し
、
又
は
取
水
し
た
流
水
を
利
用
す
る
発
電
の
た
め
に
す
る
も
の

第
二
条
第
一
項
第
四
号
中
「
、
法
」
の
下
に
「
第
二
十
三
条
の
三
、」を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
関
す
る
法
第
二

十
三
条
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
十
四
条
」
を
、「
ま
で
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
」

を
、「
当
該
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
水
利
台
帳
」
を
「
法
第
二
十
三
条
の
許
可
に
係
る
水
利
台
帳
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
前

項
第
三
号
」
を
「
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

２

法
第
二
十
三
条
の
二
の
登
録
に
係
る
水
利
台
帳
の
調
書
に
は
、
一
の
水
利
使
用
ご
と
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定

め
る
様
式
に
従
い
、
前
項
第
一
号
及
び
第
七
号
並
び
に
第
十
四
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
記
載
を
す

る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等
）

第
九
条
の
三

法
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
河
川
管
理
施
設
又
は
許
可
工
作
物
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
河
川
管
理
施
設
等
」
と
い
う
。）の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
そ
の
他
必
要
な
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
又
は
維
持
若
し
く
は
修
繕
の
状
況
、
河
川
の
状
況
、
河
川
管
理
施
設
等
の
存
す
る

地
域
の
気
象
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
（
次
号
に
お
い
て
「
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
等
」
と
い
う
。）を
勘
案
し

て
、
適
切
な
時
期
に
、
河
川
管
理
施
設
等
の
巡
視
を
行
い
、
及
び
草
刈
り
、
障
害
物
の
処
分
そ
の
他
の
河
川
管

理
施
設
等
の
機
能
（
許
可
工
作
物
に
あ
つ
て
は
、
河
川
管
理
上
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）を
維
持
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

河
川
管
理
施
設
等
の
点
検
は
、
河
川
管
理
施
設
等
の
構
造
等
を
勘
案
し
て
、
適
切
な
時
期
に
、
目
視
そ
の
他

適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

三

前
号
の
点
検
は
、
ダ
ム
、
堤
防
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
河
川
管
理
施
設
等
に
あ
つ
て
は
、
一
年

に
一
回
以
上
の
適
切
な
頻
度
で
行
う
こ
と
。

四

第
二
号
の
点
検
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
河
川
管
理
施
設
等
の
損
傷
、
腐
食
そ
の
他
の
劣
化
そ
の
他
の
異
状
が

あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
と
き
は
、
河
川
管
理
施
設
等
の
効
率
的
な
維
持
及
び
修
繕
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
河
川
管
理
施
設
等
の
維
持
又
は
修
繕
に
関
す
る
技
術
的
基
準
そ
の
他
必
要
な

事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
流
水
の
占
用
の
許
可
を
受
け
た
水
利
使
用
の
た
め
に
取
水
し
た
流
水
に
類
す
る
流
水
）

第
十
四
条
の
二

法
第
二
十
三
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
流
水
は
、
ダ
ム
又
は
堰せ
き

（
第
二
号
に
お
い
て
「
ダ
ム
等
」

と
い
う
。）か
ら
専
ら
次
に
掲
げ
る
場
合
に
放
流
さ
れ
る
流
水
と
す
る
。
た
だ
し
、
魚
道
そ
の
他
の
魚
類
の
通
路
と

な
る
施
設
を
流
下
す
る
も
の
を
除
く
。

一

河
川
の
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
と
き
。

二

ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
容
量
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
と
き
。

三

法
第
二
十
三
条
の
許
可
を
受
け
た
水
利
使
用
（
発
電
以
外
の
た
め
に
す
る
も
の
に
限
る
。）の
た
め
に
必
要
な

と
き
。
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